
――写真，撮らせていただいてもよろしいですか。

はい，顔には自信ありますから（笑）。

――『国家の品格』は200万部を超えるベストセラーとな

っていますが，どのような問題意識で書かれたのですか。

バブル崩壊後，日本では，市場経済に代表される欧米

の論理にならい，改革イコール改善と勘違いして，自

由競争，規制緩和といった改革を加速させてきました。

一言で言えばアメリカの真似ですよね。しかし，ア

メリカというのは全然違う言葉，習慣，風俗，思考，

そういう人たちの集まりですから，それをまとめるため

に論理だけで成り立っているんです。アメリカというの

は論理的整合性がびしっとしている。ところが，ヨー

ロッパもアジアも論理的整合性よりも慣習だとかそう

いうものを主にしているわけです。それなのに日本は，

アメリカの一部だけを真似してしまった。論理的な整

合性を持っている有機組織の一部だけを真似するとい

うことはあり得ない，絶対うまくいかないんです。日本

の最もすぐれた国柄が壊されてしまうという危機感を

覚えますね。

――日本でも欧米にならって弁護士の増員が行なわれてい

ますが，これについてはどう思われますか。

市場原理でやろうということですね。しかし，アメ

リカ型で，なんでも訴訟ということになってしまいます

よね。論理が幅を利かせていく。しかし，論理などと

いうものはどうにでもなるものです。私のような数学者

が言うのですから（笑）。

法律などというものは無いのが最も高貴な国なので

あって，本当は人間の内側からくる道徳倫理によって

行動を抑制することが大事です。卑怯なことはいけな

いとか，人を裏切ってはいけないとか，騙してはいけな

いとか，そういうことですね。

――日本はこれまでそうだったと？

例えば，16世紀，フランシスコ・ザビエルなどの宣

教師たちが日本に来て，日本人ほど道徳倫理の高いも

のはないとびっくりしてイエズス会の本部に報告してい

ます。日本人というのはあたかも生まれたときからそれ

が身についているかのように振る舞うと，それほどの国

民なんですよ。

法律に書いていないことであれば何をしてもよいとい

うような考えは日本人にはなじまないんですね。その日

本の良さがグローバリズムの名の下に欧米の方向に統一
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されてしまうというのを危惧しています。むしろ，日本

がそういうものではないと教えてやらなければいけない。

――2009年からは裁判員制度が始まりますが，これについ

てはどうお考えですか。

裁判員制度もアメリカ型の仕組みの1つですよね。

最初に申し上げたように，日本のような独自の歴史の

ある国では，単にアメリカの真似をするだけではうまく

いかないと思います。感情にまかせて判断をするとい

うことだけは避けてほしいですね。

――司法を健全なものにするために法曹に必要な資質は何

でしょうか。

やはり大局観とか人間としての情緒とかそういうも

のが大事ですね。そういうものはロースクールでテクニ

カルなことをちょっと勉強しただけでは身につかないん

です。ただ法律だけを身につけて喧嘩の技術だけを勉

強した人がどんどん実務をやると。これはもう日本の

社会が変わってしまう，恐ろしいですね。しかし，そ

ういう人は論理的には正しいことを言うんですよ。論

理的に正しいと人間というのは脳細胞が気持ちいいん

ですね。だから，みんな信用してしまう。しかし，長期

的にはうまくいきません。やはり長期的には大局観を

持った人ですね。

その元になるものは何かというと，教養なんです。そ

の教養というのは何かというと，文学とか思想とか歴

史とか芸術とか何の役にも一見たちそうもないものが

あるかどうか。「もののあはれ」があるか，美的感受性

があるか，弱者に対する涙があるか，そういうものが根

本的には人間を決めていくんです。したがって私は，

法律家の人たちには教養をきちんと身につけて大局観

を持った人になってほしいと思います。

――そのためには法曹になる前の教育も大切になりますね。

アメリカでは小中1万8000校で株式投資を教えてい

るんですよ。そうすると，子どもたちがみんな新聞の経

済欄に目を通す，社会に目が開かれたとアメリカの教

育学者たちは自画自賛するんです。しかし，私はこう

いうのを「付ける薬がない」と言うんです。小学生が

新聞の経済欄に目をやる必要などない，ましてや社会

に目を開く必要すらない。子どものうちはきちっと国

語をやって算数をやると，それだけで精一杯なんです。

また，1カ国に留学先が偏ることの危険もありますよ

ね。だいたい日本は7～8割がアメリカへ留学しますか

らね。アメリカ人というのはすべての人が欲求不満な

んです。ここまで到達するとまたここに目標を作って

命がけで頑張ると。アメリカはそれで良いのでしょうけ

れど，日本人には合わないんですね。同じアングロサ

クソンの国でもイギリスは違います。もっと日本に近

い国，例えばイギリスやドイツへも行ったらいいのでは

ないかと思います。

――弁護士も士（侍）業であると言われますが，今後，弁護

士に期待することはありますか。

やはり，武士道精神の中核にある「惻隠」，弱者への

共感，思いやりというのが今後，世界的に非常に重要

になってきます。こういう「惻隠」の情をきちっと持つ

と。これが世界で日本人だけの持ってきた非常に重要

な資質，形ですからね。これを是非前面に出していっ

て，「この事務所は『惻隠』でいくんだ」と，こうやっ

てくれたら世界に張り合うことができると思う。そし

て，それを世界に広めていってほしいですね。

――本日は，お忙しい中，示唆に富んだお話をありがとう

ございました。
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